
４Ｒ通信（第 47 号）

『リフューズ リデュース リユース リサイクル』

「４Ｒ とこなめ チャレンジ５００」気が付けば わたしが主役 ごみ減量

常滑市では、１人１日当たりの家庭ごみ排出量５００ｇを目標としています。

生ごみ減容機器を購入したけど、現在使用していない方、使い方でお困りの方はお気軽にご相談ください。

【お問い合わせ】生活環境課 ０５６９－４７－６１１５

回覧

★資源回収ステーションでの刈草・剪定枝の出し方★

受 入 日： 金・土・日・月・火曜日

受入時間： ８時 30分から 11時 30分まで

量の制限： 出せる量は１人１日当たり軽トラック１台分まで

対 象： 自宅敷地内から出た刈草・剪定枝のみ(事業所及び常滑市外で発生したも

のや、業者が刈ったり伐採したものは持込みできません。また、運転免許

証を確認することがございます。)

注意事項：

断わる 減らす 繰り返し使う 資源化する

軽トラの荷台にべニア板などで

囲いを設置してある場合は、受

入れをお断りいたします。

枝は 1ｍ以上のものは

お断りいたします。

草はよく乾燥させてか

らお持ちください。

草や枝に土がついている場合は

お断りいたします。

農業などの事業活動で発生したもの、個人の土

地であっても業者が刈った草や伐採した枝は、

お断りいたします。

１ｍ以上



もえるごみを資源物の集積場に出してはいけません！

不要になった物は賢くリユース！

※経済産業省のごみイラスト素材を一部使用しています。

取組例 内容

フリーマーケットやリサイクル

ショップに売る

いらない物はまとめてリサイクルショップやフリーマーケ

ットで売って賢くリユースしましょう。

フリマアプリで売る
現在は、メルカリやラクマなど多くのフリマアプリがあり

ます。自宅に居ながら手軽にリユースができます。

市の不用品情報コーナーを活用

不用品を「譲ります」、「求めます」いずれかで市に登録し、

希望に一致する物品があれば交渉になります。登録は電話

やメールでもできます。

いらなくなった物を知り合いに

譲る

子ども用品などは必要な期間が短い物は、知り合いに譲り、

物の寿命を最大限に活かしましょう。

もえるごみを資源物の集積場に排出すると、回収されずにその場に残ってしまい近隣の

方に迷惑がかかりますので絶対にやめましょう。

もえるごみは、ピンクの市指定袋に入れて、もえるごみの日に排出するか、クリーンセ

ンター常武へ搬入しましょう（有料）。

『リユース（繰り返し使う）』は、繰り返し使える商品の購入やフリー

マーケットなどを活用して再利用することです。いらない物を『メルカ

リ』などで売ることも立派なリユースの一つです。「使わなくなった物」

＝「捨てる物」とは限りません！自分にはいらないとしても、他の誰か

はほしいかも！？すぐに捨てるのではなく、ほしい人を探してみましょ

う！

ぬいぐるみ、座布団など

わたを使ったもの

プラスチック製の

衣装ケース

革靴などの

革製品

全てもえるごみです！


